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ますが、文化芸術予算が先進国の中で非常に低いこ
とも、よく考えてみるべきです。クラシック、オペラ、
バレエ、ポピュラー音楽、絵画、デザイン、小説など芸
術分野は非常に幅広いため、それぞれの支援額は限
られます。経済大国第３位としてはいかがなもので
しょうか。また、先進国の大学には多く存在するアー
トマネジメント学部が、日本では見かけられません。
海外の主だった大学には絵画などのファンアートマ
ネジント学科、音楽などのパフォーミングアートマ
ネジメント学科があります。ここでの学びは営利と
非営利に分かれ、営利ではギャラリーやオークショ
ンなど売り買いを学び、非営利では美術館や教育を
学び、寄付金の集め方や政府からの予算獲得の方法
を学びます。
　国際競争力を高めるためにはモノづくりを頑張る
必要がある一方、国の継続や発展のためには国や
民族への尊敬を世界中から集めることが不可欠で
す。芸術家や文化人自身の踏ん張りはもちろんです
が、経済先進国並みにする具体策とマネジメントが
できる人材育成の場を国内につくるのか、海外で学
ばせるのか、社会全体で考えるべき課題ではないで
しょうか。
●理事会報告（山下洋右幹事）
①2019-20年度決算の件が承認されました。
②11月プログラム案の件が承認されました。
●幹事報告（山下洋右幹事）
①次週10月19日㈪の例会において、米山月間にち

なんだ募金を行います。ご協力下さいますようお
願い致します。

②次週例会の卓話は、地区米山記念奨学委員会副委
員長の大橋均さんによる「米山記念奨学事業をご
理解ください」と、米山奨学生のブイ・ティ・トゥ・
トゥイさんによる「私は日本にいるとき」です。
●S.A.A.からのお知らせ（森田乾嗣S.A.A.）
　コロナウイルス感染対策のため、食事をお弁当に
させていただいていましたが、感染状況が落ち着い
てきたこと、並びに冬にかけて温かいお料理をお出し
しようと考え、藤井会長、山下幹事とも相談の上、11
月９日㈪より洋食は通常の食事に戻します。引き続き
コロナウイルス感染症対策には十分な配慮を行って
参りますので、ご理解とご協力をお願い致します。
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2020年10月12日　P.M.0：30〜1：30　晴
●司会（萩原浩行会場委員）
●出席報告（森田直彦委員）
　会員出席　141名中 会場出席97名  出席率79.51％

Web閲覧５名含む出席率82.26％
　※新型コロナ禍問題がございますので、当面は
　　ホーム出席率100％とさせていただきます。
　スピーカー　あつた蓬莱軒　代表取締役社長　鈴木淑久氏
　ビジター　（名古屋瑞穂RC）　　　  萩原孝則氏
●ロータリーソング（塩谷和久委員長）
　「我等の生業」「名古屋中RCの歌」

（ピアノ演奏・ハミング）
●バナー交換
　名古屋瑞穂RCからお越しになった萩原孝則さん

（中央）から藤井会長にバナーが渡されました。

●会長挨拶（藤井英明会長）
　皆様、こんにちは。芸術の秋とな
りました。本日は文化芸術に対す
るヨーロッパ、アメリカ、日本の違
いについてお話致します。アメリ
カは寄付金が巨額となっており、
2016年度は総額34兆円で、GDP
の２%でした。その中で文化芸術

に充てられるのは政府予算分を足すと１兆５億円と
なります。日本の寄付金総額は７千億円でアメリカの
２%に過ぎません。文化芸術に関する予算は、政府予
算を加えても2,400億円で、アメリカの16%です。
　ヨーロッパは政府予算が多く、フランスの文化芸
術予算は２兆５千億円です。日本の課題は様々あり
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葉山圓通寺を会場としています。朔日市の目玉と
してあつた宮餅を新たにつくりました。これはきよ
め餅、亀屋芳広、妙香園、そして私共の４社共同で開
発したものです。５つ入りで1,000円ですが、その
内の300円が会に入って運転資金となっています。
これまで朔日市を40回以上行っていますが、毎回
500個以上つくり、完売を続けています。この市を
もっと広げようと考えた結果、神宮前商店街も同様
の市を行うようになりました。また、熱田イオンで
も開催し、１日は熱田神宮までシャトルバスが出て
おり、直通でお参りに行けるようになっています。
　こうした活動に加え、神宮前商店会街づくり協議
会の設立にも携わりました。この協議会では知る人
ぞ知る神宮小路という昭和レトロな街並みや熱田
区役所南側の空き地などをどう活用していくかを
勉強しています。また、長い間この地で商売をして
いる方と新しくこの地にやって来た若者との架け
橋ともなっています。これまでの活用例としては、
区役所南の土地を正月三が日は駐車場とし、運営を
地域の人々で行うようにしました。駐車場の利用者
には、卵スープを無料サービスしています。昨年は
利益が４千円しか出なかったのですが、今年は何と
108万円となりました。このお金は神宮小路のトイ
レをキレイに改修するために活用しました。
　また、熱田子ども将棋大会を熱田神宮の文化殿
にて１月に開催しています。今年で２回目となるこ
の大会は、藤井聡太さんの師匠である杉本先生と
私が知り合い、話がトントン拍子で進んで実施する
ことになりました。プロ棋士も参加し、子どもたち
を指導する姿も見られます。
　こうした催しは、コロナ禍で休止をしていました
が、熱田朔日市は検温、消毒、マスク着用など万全の
予防対策を施した上で６月に再開しました。また、
名古屋あつた夢花火を開催しようと計画し、告知を
しないサプライズとして名古屋国際会議場の前で、
50人程のボランティアによって８月11日に13分
間、500発を打ち上げました。
　あつた宮宿の活動を次世代に引き継ぐためには、
世代交代をうまく行うことが重要です。そのため子
どもを対象とした行事を多く設けています。また、
これまで実践して来た世代は会の運営からは退き、
別の組織をつくって集う場としました。その結果、
本来のあつた宮宿会には若い方々が加わり、メン
バーや会自体が元気になったようです。

●ニコボックス委員会報告（柴田裕二郎委員）

地域社会の経済月間卓話
あつた宮宿会の地域奉仕と事業継続について
あつた蓬莱軒　代表取締役社長　　鈴木淑久氏

　あつた宮宿会は2013年に開
催された東海道シンポジウム宮
宿大会をきっかけに発足しまし
た。熱田神宮を中心として地域の
賑わいを創出し、歴史を次世代
に繋げていくことを目的に活動
を続けています。構成メンバーは

私のような店を営業している者やゲームクリエー
ター、漫画家、講談師、弁護士、一般の会社員、市や区
の職員、さらには熱田神宮、名古屋学院大学、白鳥
庭園、名古屋国際会議場など、個人、組織とも多彩
な顔ぶれとなっています。
　具体的な活動の１つに、熱田に関わる偉人の紙芝
居があります。ヤマトタケル、織田信長などについ
ての紙芝居を、地域の子どもたちが熱田に興味を
持つきっかけとなるようつくりました。現在は、熱田
区内にある７つの小学校において、毎年紙芝居を授
業として行っています。また、病院の小児病棟でも
機会をいただき、紙芝居を披露しています。
　名古屋あつたカルタの制作も行っています。熱田
にまつわる情報などで構成されており、遊びながら
熱田を学ぶことができます。通常のカルタと少し違
うのは、「あ」でも複数の取り札があるため、読み札
をしっかり覚える必要があることです。宮の宿公園
でカルタ大会の予選から決勝までを行うなど、地域
のイベントにもなっています。
　熱田朔日市は、毎月１日に熱田神宮で朔日参りす
ることを習慣づけようと考え、１月を除いて開催し
ています。５月、６月、11月は熱田神宮近くにある秋

─例会ご案内─
◦次週卓話予定　　　　10月26日㈪
　新入会員卓話
　　私の履歴書　福岡から名古屋へ
　　会員　　　　　　　　　　 山浦直丈さん

卓　話


